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日   時 規　模 震　度 場　所 活　動 地震の型

前 震
4月14日
21時26分

Ｍ６.５ 最大震度７ 益城町 日奈久断層帯の高
野～白旗間の活動

横ずれ
断層型

本 震
4月16日
1時25分

Ｍ７.３ 最大震度７ 益城町
西原村

布田川断層帯の
布田川区間の活動

横ずれ
断層型

日   時 規　模 震　度 場　所

前 震
4月14日
21時26分

Ｍ６.５

震度７ 
震度６弱 

震度５強

益城町 
熊本市(東区・西区・南区)・玉名市
・宇城市・西原村 
熊本市（中央区・北区）・菊池市・宇土市
・合志市・美里町・大津町・菊陽町
・御船町・山都町・氷川町

本 震
4月16日
 1時25分

Ｍ７.３

震度７ 
震度６強

震度６弱 

震度５強

益城町・西原村 
熊本市(中央区・東区・西区) 
・南阿蘇村・菊池市・宇土市 
・大津町・嘉島町・宇城市・合志市 
熊本市(南区・北区)・阿蘇市 
・八代市・玉名市・菊陽町・御船町
・美里町・山都町・氷川町・和水町
・上天草市・天草市・南小国町
・小国町・産山村・高森町・山鹿市
・玉東町・長洲町・甲佐町・芦北町

熊本地震の概要
＊　地震の概要（熊本県の震度５強以上）

＊　震源（熊本地方）付近の状況
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４月１４日
21:26  震度７　 熊本県熊本
22:07  震度６弱 熊本県熊本
22:38  震度５弱 熊本県熊本
23:43  震度５弱 熊本県熊本

４月１５日
00:03   震度６強 熊本県熊本
00:06   震度５強 熊本県熊本
01:53   震度５弱 熊本県熊本

４月１６日
01:25   震度７　 熊本県熊本
01:44   震度５弱 熊本県熊本
01:45   震度６弱 熊本県熊本
03:03   震度５強 熊本県阿蘇
03:09   震度５弱 熊本県阿蘇
03:55   震度６強 熊本県阿蘇
07:11   震度５弱 大分県中部
07:23   震度５弱 熊本県熊本
09:48   震度６弱 熊本県熊本
09:50   震度５弱 熊本県熊本
16:02   震度５弱 熊本県熊本

４月１８日
20:41    震度５強 熊本県阿蘇

４月１９日
17:52    震度５強 熊本県熊本
20:47    震度５弱 熊本県熊本

４月２９日
15:09    震度５強 大分県中部

６月１２日
22:08    震度５弱 熊本県熊本

８月３１日
19:46    震度５弱 熊本県熊本

＊　地震活動状況（前震以降に発生した最大震度５弱以上の地震） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：消防庁応急対策室
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出典：気象庁

出典：気象庁

＊　震央分布図、震度１以上の日積算回数　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：気象庁
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＊　国内の震度７以上の地震活動 
出典：気象庁公式HP

出典：気象庁
1及び２　熊本地震

３　東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）

４　新潟県中越地震（新潟県中越大震災）

５　兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）
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＊　津波について　　出典：消防庁応急対策室 
津波注意報 平成２８年４月１６日 １時２７分 気象庁発表 
有明・八代海 
→４月１６日 ２時１４分 解除 

＊　消防局の動き 
　　４月１４日　２１：２６　前震（Ｍ６．５）発生 
　　　　　　　　　　　　　　全署所一斉指令、署所からの異状の連絡なし 
　　　　　　　　２１：４５　非常招集体制を一斉放送 
　　　　　　　　２１：４５　内線電話確認、中央・東・西・南・北署異状なし 
　　　　　　　　　　　　　　益城西原署接続不能 
　　　　　　　　２２：００　益城西原署局線電話通話可能、内線電話不能 
　　　　　　　　２２：００　益城町大字安永で建物火災発生（３棟全焼） 
　　４月１５日　　０：１０　非常災害体制移行（地区隊運用） 
　　　　　　　　１３：００　熊本県内応援隊（１０消防本部２９隊１０１名）と合同 

　　　　　　　　　で益城町の一斉検索を実施 
　　　　　　　　２２：４３　益城町Ｈ病院から救助要請（被救助者３０名） 
　　　　　　　　　　　　　東指揮隊、益城特別救助小隊、救急小隊２隊出場 
　　　　　　　　　　　　　県内応援救急小隊３隊及び中央特別高度救助小隊 
　　４月１６日　　１：２５　本震（Ｍ７．３）発生 
　　４月２９日　１７：００　非常災害体制解除 

＊　消防機関の動き　　出典：消防庁応急対策室 
１　地元消防機関（消防団を含む）等の活動 
　被災地では、消防機関（消防団を含む）が火災、救助、救急及び警戒等の対応を行っ
ている。 
　特に被害が大きい熊本県及び大分県における地元消防機関の活動状況は次のとおり。 
【熊本県】（消防団を除く） 
　最大活動時の人員 ９６８名（４月１６日） 
【大分県】（消防団を除く） 
　最大活動時の人員 ３７８名（４月１６日） 
【熊本県・大分県両県の消防団の活動】 
　⑴　活動人員（※速報値） 
　熊本県：延べ活動人員 約１０５，０００名（４月１５日～５月３１日） 
　最大活動時人員 約１３，８５８名（４月１７日） 
　大分県：延べ活動人員 約７，４００名（４月１６日～５月３１日） 
　最大活動時人員 約２，９６０名（４月１６日）
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　⑵　活動事例 
〔震災直後の活動〕 
　消火活動（益城町消防団（４月１４日）・八代市消防団（４月１６日）） 
　倒壊家屋等からの救助活動（南阿蘇村消防団が５名、西原村消防団が１５名、益城町消
防団が５１名の要救助者を救助（常備消防と連携したものを含む）） 
　土砂災害現場における活動（南阿蘇村消防団） 
　発生直後から速やかな安否確認、避難誘導 
〔その後の活動〕 
　避難所運営の支援（給水活動、炊き出し、食料配布及び搬入支援） 
　エコノミークラス症候群の注意喚起（避難所等での呼びかけ） 
　  被災地域での巡回、警戒活動等（被害確認、空き巣の防止等を兼ねた定期的な巡回、
土砂崩れ現場の警戒、堤防一部崩落の応急処置、及び立入禁止区域への車両進入の警戒な
ど） 

２　県内応援消防本部の活動状況 
【熊本県】 
　⑴　前期 
　　①　出動期間 ４月１４日（木）～４月１６日（土） 
　　②　延べ活動人員 １９８名 
　　③　最大活動時人員 １０１名（４月１５日） 
　　　※益城町、西原村で検索・救助活動、救急活動等を実施 

　⑵　後期 
　　①　出動期間 ４月２７日（水）～５月５日（木）計９日間 
　　②　延べ活動人員 １８６名 
　　③　最大活動時人員 ３２名（４月２７日） 
　　　※南阿蘇村において消防活動支援を実施

３　県外の応援消防本部の活動状況（緊急消防援助隊を除く） 
【熊本県】 
　　①　出動期間 ４月２７日（水）～５月２日（月）計６日間 
　　②　延べ活動人員 ３６名 
　　③　最大活動時人員 ６名 
　　　※北九州市消防局及び福岡市消防局から各１隊３名（救急隊）が、南阿蘇村 
　　　において消防活動支援を実施。 

＊　緊急消防援助隊の動き　　出典：消防庁応急対策室 

　１　活動状況 
　　　①　出動期間 ４月１４日（木）～４月２７日（水）計１４日間 
　　　②　出動部隊総数 ２０都府県 １,６４４隊（ヘリ１８機含む） 
　　　　　出動人員総数 ５,４９７名 
　　　　※交替を含む派遣された部隊・人員の総数
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　　　③　延べ活動部隊数 ４,３３６隊（ヘリ１８機含む） 
　　　　延べ活動人員 １５,６１３名 
　　　④　最大派遣時部隊数 ２０都府県 ５６９隊（ヘリ１８機含む） 
　　　　最大派遣時人員 ２,１００名 

　２　４月１６日の主な実績 
　　高知県ヘリ、長崎県ヘリ、京都府ヘリ、山口県ヘリ、広島市消防局ヘリ、岡山市消防局ヘ 
　　リ、東京消防庁ヘリ、大阪市消防局ヘリが阿蘇地域等上空から情報収集。 
　　高知県ヘリが情報収集中、南阿蘇村立野地区で発見した孤立被災者２名を救助。 
　　鹿児島県ヘリが南阿蘇村ペンションメルヘン村の孤立被災者２名を救助。 
　　広島県ヘリが南阿蘇村河陽地区の２箇所で孤立被災者２名を救助。 
　　広島県ヘリ、山口県ヘリが南阿蘇村河陽地区で発見した孤立被災者２名を救助。 
　　山口県ヘリ､香川県ヘリ、愛媛県ヘリが西原村の孤立被災者２６名を救助。 

＊　消防庁の対応　　出典：消防庁応急対策室 
【主な実績】 
　⑴　震度６弱以上を観測した関係消防本部・市町村に直接被害状況の問い合わせをしたとこ　　 
　　　ろ、連絡不通団体なし。 
　⑵　熊本県、熊本市、阿蘇市、南阿蘇村に消防庁職員９名を派遣し、現地での情報収集等を　　 
　　　実施。 
　⑶　消防研究センターによる「石油コンビナートの液状化など危険物施設等の損傷被害に関 
　　　する調査」を実施。 
　⑷　４月１６日に熊本県から要望のあった毛布の支援７．６万枚については、静岡県、大阪 
　　　府、広島県、関西広域連合から調達することとし、７万枚については４月１７日に、残 
　　　る０．６万枚についても４月１８日に佐賀県鳥栖市の仕分け所に搬入済み。 
　　　その他、指定都市市長会を通じたプッシュ型支援１.５万枚のうち１.１万枚については 
　　　４月１７日に、残り０.４万枚についても４月１８日に熊本県民総合運動公園（熊本 
　　　市）に搬入済み。 
　⑸　４月１６日に熊本県から要望のあった簡易トイレの支援２，７５０個については、東京 
　　　都、千葉県から調達し、４月１８日に福岡県久山町の仕分け所に向けて搬送し、４月２ 
　　　０日までに搬入済み。 
　⑹　４月１９日に、消防本部や消防団が避難者に対し、エコノミークラス症候群防止に関す 
　　　る注意喚起とその予防方法の積極的な情報提供について協力を行うよう、各都道府県を 
　　　通じて周知。 
　⑺　４月２５日に熊本県から要望のあったブルーシートの支援１．５万枚については、埼玉 
　　　県、千葉県から調達し、４月２６日に福岡県久山町の仕分け所に向けて搬送し、４月２ 
　　　８日までに搬入済み。
　⑻　４月２８日に熊本県から要望のあったブルーシートの追加支援２万枚については、同 
　　　日、千葉県、山梨県、広島県から調達し、０.５万枚については、５月３日に、残る１. 
　　　５万枚についても５月８日までに福岡県久山町の仕分け所に搬入済み。 
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　⑼　４月２７日に、消防本部や消防団が被災住民、ボランティア等の方々に対し、熱中症に　 
　　　対する注意喚起とその予防方法の積極的な情報提供について協力を行うよう、熊本県、 
　　　大分県を通じて周知。 
　⑽　５月２日に、総務大臣及び消防庁長官が被災地を視察するとともに、熊本県庁、南阿 
　　　蘇村及び益城町に赴き、熊本県知事、熊本市長、南阿蘇村長、益城町長との意見交換及 
　　　び消防職員、消防団員への激励を実施。 
　　　５月２１日に、土屋総務副大臣が被災地を視察するとともに、熊本県庁、熊本市、西原 
　　　村及び益城町に赴き、熊本県副知事、熊本市長、西原村長、益城町長との意見交換及び 
　　　消防職員、消防団員等への激励を実施。

【４月１７日の主な実績】 
　東京消防庁ヘリが、ヘリサット等を活用して情報収集を実施。 
　鳥取県ヘリが、上益城にて孤立した住民１名の救出活動を実施し、ヘリにて搬送。 
　福岡市消防局ヘリが旧大名小学校（福岡市内）から熊本県民総合運動公園へ救援物資
等を輸送。
【４月１８日の主な実績】 
　南阿蘇村の立野地区及び河陽地区において、大阪市消防局指揮支援隊及び大阪府、広島県の　　　 
各大隊が行方不明者の捜索救助活動を実施。 
　南阿蘇村の赤瀬地区において、広島市消防局指揮支援隊及び山口県、徳島県、高知県の各 
隊がペンション群の捜索救助活動を実施。 
　南阿蘇村全体で、１５７隊５９９名が活動。 
　益城町において、岡山市消防局指揮支援隊及び岡山県、鳥取県、香川県、愛媛県の各大隊が 
ローラー作戦を実施。 
　県災害対策本部報告によるヘリの主な活動については、高知県ヘリが益城町、阿蘇地域等上 
空からヘリサットによる情報収集、鹿児島県ヘリ、宮崎県ヘリが熊本医療センターをはじめ、 
３病院から傷病者計３名を県外へ広域医療搬送、福岡市消防局ヘリが福岡空港から熊本空港へ 
救援物資等を輸送。

【４月１９日の主な実績】 
　南阿蘇村の河陽地区において、大阪市消防局指揮支援隊及び大阪府、広島県の各大隊が、土 
砂崩れにより車両が埋まっている可能性がある現場の捜索救助活動を実施。 
　南阿蘇村の河陽高野台地区において、広島市消防局指揮支援隊及び山口県隊、徳島県、高知 
県の各大隊が地滑りによる行方不明者の捜索救助活動を実施。 
　阿蘇市西湯浦地区において、広島市消防局指揮支援隊及び山口県大隊が地鳴り現場の警戒、 
確認を実施。 
　南阿蘇村及び阿蘇市全体で、１６０隊５９９名が活動。 
　熊本市内において、神戸市消防局及び北九州市消防局の各指揮支援隊、京都府、兵庫県、島根 
県、福岡県、佐賀県、長崎県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県の各大隊が活動。
　益城町及び西原村において、岡山市消防局指揮支援隊及び岡山県、鳥取県、香川県、愛媛県 
の各大隊が活動。
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県災害対策本部報告によるヘリの主な活動については、高知県ヘリが阿蘇地域等上空か
らヘリサットによる情報収集、長崎県ヘリが阿蘇医療センターから傷病者１名を転院搬送、
福岡市消防局ヘリが福岡空港から本山河川敷へ救援物資等を輸送。

【４月２０日の主な実績】 
　南阿蘇村の河陽高野台地区において、大阪市消防局及び広島市消防局の各指揮支援隊、大 
阪府、広島県、山口県、徳島県、高知県の各大隊が地滑りによる行方不明者の捜索救助活動 
を実施。 
　南阿蘇村の阿蘇大橋において、岡山市消防局指揮支援隊及び岡山県大隊が、国交省をはじ 
め関係機関が行う道路啓開活動を支援するため地震警報装置を設置するとともに、地滑りに 
よる行方不明者の捜索救助活動に備え待機。 
　南阿蘇村全体で、２１７隊７８２名が活動。 
　熊本市内において、神戸市消防局及び北九州市消防局の各指揮支援隊、京都府、兵庫県、 
島根県、福岡県、佐賀県、長崎県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県の各大隊が警戒活動を実施。 
　益城町及び西原村において、鳥取県、香川県、愛媛県の各大隊が警戒活動を実施。 
　県災害対策本部報告によるヘリの主な活動については、高知県ヘリ、鹿児島県ヘリが阿蘇 
地域等上空からヘリサット等による情報収集。

【４月２１日の主な実績】 
　京都府、大阪府、兵庫県、鳥取県、島根県、山口県、高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、 
宮崎県、鹿児島県、沖縄県の各大隊が救助活動等を実施。 
　南阿蘇村の河陽高野台地区において、大阪市消防局及び神戸市消防局の各指揮支援隊、京 
都府、大阪府、兵庫県、島根県、山口県、高知県、沖縄県の各大隊が地滑りによる行方不明 
者の捜索救助活動を４月２０日深夜から引き続き実施、４時１０分に天候不良のため、活動 
中止。 
　南阿蘇村の阿蘇大橋においては、国交省をはじめ関係機関による道路啓開活動を実施後、 
活動隊を選定し捜索救助活動を実施予定だったが、天候不良のため活動中止。 
　南阿蘇村全体で、２４８隊８３４名が活動。 
　熊本市内において、北九州市消防局指揮支援隊及び、鳥取県、福岡県、佐賀県、長崎県、 
宮崎県、鹿児島県の各大隊が警戒活動を実施。

【４月２２日の主な実績】 
　大阪府、福岡県、佐賀県、長崎県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県の各大隊が救助活動等を実 
施。　 
　福岡市消防局ヘリにより、９時頃、南阿蘇村の状況を調査。 
　南阿蘇村の高野台地区において、大阪市消防局の指揮支援隊及び大阪府、沖縄県の各大隊 
が捜索救助活動を実施。
　南阿蘇村の阿蘇大橋において、国交省の道路啓開活動再開に伴い、福岡県大隊が「早期地 
震警報装置」を設置し、安全管理の支援活動を実施。
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福岡県、佐賀県及び宮崎県の各大隊が南阿蘇村で捜索救助活動を実施なお、夜間において
も交代ローテーションを組み活動を継続。 
熊本市内において、長崎県及び鹿児島県の各大隊が警戒活動を実施。 
県災害対策本部報告によるヘリの主な活動については、福岡市消防局ヘリ及び長崎県防災
ヘリが南阿蘇村上空からヘリテレによる情報収集。

【４月２３日の主な実績】 
　福岡県、佐賀県、長崎県、宮崎県、鹿児島県(計５県)の各大隊が捜索救助活動等を実施。 
　福岡県、佐賀県、宮崎県の各大隊は南阿蘇村高野台地区で夜間から継続し捜索救助活動 
を実施。 
　なお、長崎県及び鹿児島県の各大隊は熊本市から移動後、同地区で捜索救助活動を実施。 
　１３時３０分 捜索救助現場において活動中の福岡県大隊が携帯電話を発見。 
　１４時３０分 高野台地区天候不良のため、活動中止。 
　鹿児島県大隊が阿蘇大橋付近での国交省が実施する道路啓開の安全管理支援活動等を実施。 
　南阿蘇村の避難所となっている南阿蘇中学校からノロウィルス（疑いを含む）患者（計　　 
１７名）の救急搬送を実施。 
　県災害対策本部報告によるヘリの主な活動については、長崎県防災ヘリ及び鹿児島県防 
災ヘリが南阿蘇村上空からヘリテレによる情報収集。

【４月２４日の主な実績】 
　福岡県、佐賀県、長崎県、宮崎県、鹿児島県（計５県）の各大隊が救助活動等を実施。 
南阿蘇村高野台地区において、７時００分に国交省、警察、自衛隊とともに現地確認、８ 
時３０分から捜索救助活動を実施。 
　阿蘇大橋において、８時３０分から佐賀県及び宮崎県の各大隊が、国交省が実施する道 
路啓開の安全管理支援活動等を実施。 
　南阿蘇村の避難所からノロウィルス（疑いを含む）患者（計２名）の救急搬送を実施。 
　県災害対策本部報告によるヘリの主な活動については、長崎県防災ヘリが南阿蘇村上空 
からヘリテレによる情報収集。

【４月２５日の主な実績】 
　福岡県、宮崎県、鹿児島県（計３県）の各大隊が救助活動等を実施。 
　南阿蘇村高野台地区において、福岡県及び鹿児島県の各大隊が夜間から継続し捜索救助 
活動を実施。 
　１６時０１分、自衛隊により行方不明者１名を発見、福岡県大隊救急小隊により平田医 
院へ搬送。 
　１８時３５分、行方不明者本人と確認。 
　南阿蘇村高野台地区は行方不明者発見に伴い捜索救助活動を終了。 
　阿蘇大橋付近（熊本側）において、８時００分から１７時１５分まで、宮崎県大隊が、 
国交省が実施する道路啓開の安全管理支援活動等を実施。
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　阿蘇大橋付近（大分側）の活動は、４月２５日１１時４５分を以て終了。 
　県災害対策本部報告によるヘリの主な活動については、鹿児島県防災ヘリが南阿蘇村上 
空からヘリテレによる情報収集。 

【４月２６日の主な実績】 
　福岡県、宮崎県、鹿児島県（計３県）の各大隊が救助活動等を実施。 
　阿蘇大橋付近（熊本側）において、８時００分から宮崎県大隊が国交省が実施する道路 
啓開の安全管理支援活動等を実施。 
　１３時００分から熊本県内の応援隊へ安全管理支援活動等を引継ぎ。 

【４月２７日の主な実績】 
　福岡県大隊が、南阿蘇村における救急・救助活動について、熊本県内の応援隊への引継 
ぎ等を完了。 
　緊急消防援助隊の出動を必要とする余震等が発生した場合に備え、今回出動した各府県 
においては、緊急消防援助隊の統合機動部隊が１時間以内に出動する体制を確保。 

＊　被害の状況（各県からの報告：前震による被害を含む）　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：消防庁応急対策室

都道府県名

人　的　被　害 住　家　被　害 非住家被害

火災
死者

負　傷　者
全壊 半壊 一部 

損壊
公共 
建物 その他

重症 軽症

名 名 名 棟 棟 棟 棟 棟 件

山口県 3

福岡県 1 17 1 230 1

佐賀県 4 9 1 2

長崎県 1

熊本県 161 1,068 1,552 8,360 32,261 138,224 325 4,262 15

大分県 11 22 9 214 7,903 62

宮崎県 3 5 2 20

合　計 161 1,087 1,065 8,369 32,487 146,382 325 4,327 15

【参考】熊本県における死者数の内訳 
（熊本県より報告　１２月１４日　１７：００現在）
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　警察が検視により確認している死者数　５０名 
　災害による負傷の悪化又は避難生活等における身体的負担による死者数１０６名（う 
ち、市町村において災害弔慰金法に基づき災害が原因で死亡したものと認められたもの １ 
０２名） 
　６月１９日から６月２５日に発生した豪雨による被害のうち熊本地震との関連が認めら 
れた死者数 ５名 

＊　その他の被害　出典：消防庁応急対策室 

　　原子力発電所・コンビナート等の被害情報 
　川内（鹿児島県）、玄海（佐賀県）、伊方（愛媛県）の各原子力発電所は被害なし 
　八代地区コンビナート（熊本県） 道路に若干の液状化あるも被害なし 
　大分地区コンビナート（大分県）内のJXエネルギー㈱大分製油所の原油タンク（５基） 
の浮き屋根に油のにじみあり 
　→措置完了（４月１６日１８時１５分） 
　その他のコンビナートは被害なし 

＊　消防機関の主な活動内容　出典：消防庁応急対策室 
　【消防機関による救助者数等(合計)】 
　・救助者数 ３７６名 
　・救急搬送者数 ２，２８５名 

(1)　県内消防本部の活動内容（各県からの情報：７月１３日まで集計） 
【熊本県】

消   防   本   部 火　災 救　助 救 助 者 救　急 搬 送 者

熊本市消防局 9 116 192 1,367 1,287

山鹿市消防本部 0 0 0 7 7

人吉下球磨消防組合消防本部 0 0 0 3 3

上益城消防組合消防本部 1 16 9 119 124

上球磨消防組合消防本部 0 0 0 0 0

八代広域行政事務組合消防本部 2 3 6 87 83

阿蘇広域行政事務組合消防本部 1 29 63 78 58

有明広域行政事務組合消防本部 0 0 0 29 23

水俣芦北広域行政事務組合消防本部 0 0 0 1 1

宇城広域連合消防本部 0 9 5 157 148

菊池広域連合消防本部 2 7 2 130 118

天草広域連合消防本部 0 0 0 1 1

合   計 15 180 277 1,979 1,853
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【大分県】

消   防   本   部 火　災 救　助　救 助 者 救　急 搬 送 者

大分市消防局 0 0 0 3 2

別府市消防本部 0 6 13 29 27

竹田市消防本部 0 0 0 3 3

宇佐市消防本部 0 0 0 2 2

由布市消防本部 0 0 0 7 7

日田玖珠広域消防本部 0 0 0 1 3

合    計 0 6 13 45 44

 (2)　緊急消防援助隊の活動内容（４月２７日１６時現在の速報値） 
・救助者数 ８６名（うち、ヘリによる救助者数 ３５名） 
・救急搬送者数 ３８８名（うち、ヘリによる救急搬送者数 ４６名） 

＊　避難指示・避難勧告発令状況（１２月１４日 １３時３０分現在発令中のもの） 
　出典：消防庁応急対策室　 

避難指示：１市１町　（１７９世帯　４０８名） 
避難勧告：１市１町１村　（７４０世帯　１，７３０名 ）

都道府県名 市区町村名

避難指示 避難勧告

対象 対象 対象 対象

世帯数 人数 世帯数 人数

熊本県

熊本市 2 5

宇土市 71 100

南阿蘇村 730 1,705

御船町 108 308 8 20

合計（発令中） 179 408 740 1,730

-17-



＊　避難所の状況　出典：消防庁応急対策室 
【熊本県】 
　・１１月１８日をもって、県内全避難所を閉鎖 
　・避難所への避難者最大数：１８３，８８２名（４月１７日、８５５箇所開設） 
【大分県】 
　・５月１６日をもって、県内全避難所を閉鎖 
　・避難所への避難者最大数：１２，４４３名（４月１７日、３１１箇所開設） 

＊　地方公共団体における災害対策本部等の設置状況　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：消防庁応急対策室 
熊本県 ４月１４日 ２１時２６分 災害対策本部設置（前震から継続） 
　→８月３０日 ２３時５９分 廃止 
福岡県 ４月１６日 １時２５分 災害対策本部設置 
　→４月２５日 １７時００分 廃止 
長崎県 ４月１６日 １時２５分 災害対策本部設置 
　→４月２３日 ０時００分 廃止 
大分県 ４月１６日 １時２５分 災害対策本部設置 
　→４月２８日 １０時３０分 廃止 
　→４月２９日 １５時０９分 災害対策本部設置 
　→４月２９日 ２１時００分 廃止 

＊　行政機関等の視察受け入れ実績
平成２８年１２月３１日現在

平成２８年 
　5/2　  高市総務大臣・佐々木消防庁長官視察（熊本県消防学校）署長 
　5/14　日本消防協会秋本会長視察（益城西原消防署）副署長 
　5/21　土屋総務副大臣視察（益城町・益城町役場）署長、副署長、警防課長 
　5/27　消防長会九州支部熊本地震視察（益城西原消防署）署長、副署長 
　5/31　全国消防長会熊本地震視察（益城西原消防署）総務部総務課対応 
　6/16　消防科学研究センター調査（益城西原消防署）益城西原署警防課対応 
　7/4  　全国消防長会会長（高橋消防総監）視察（益城西原消防署）署長 
　7/22　鹿児島県消防長会視察（益城西原消防署）署長、副署長 
　7/24　益城町・西原村慰霊祭（益城町文化会館・西原村民体育館）署長、副署長 
　7/26　青木消防庁長官視察（益城町・西原村役場）署長、副署長、警防課長 
　8/19　南さつま市消防団視察（西原村役場）署長 
　9/13　冨樫総務大臣政務官視察（益城町・益城町役場）署長、副署長、警防課長 
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9/13　  東京消防庁派遣調査（益城西原消防署）副署長、指導課、警防課 
10/13　嘉飯地区危険物安全協会視察（益城西原消防署）署長、副署長、予防班 
10/25　群馬県みどり市視察（益城西原消防署）副署長 
11/1　  鹿飯地区消防設備士会視察（益城西原消防署）副署長、予防班 
11/7 　 日本消防協会地震等対策委員会現地調査（益城西原消防署）副署長 
11/8 　 佐賀県神埼婦人防火クラブ視察研修（益城西原消防署）警防課長 
11/14　鹿児島県消防協会熊毛支部団長研修視察（益城西原消防署）署長、副署長 
11/17　福岡市南消防署視察（益城西原消防署）署長、副署長、予防班 
11/22　福岡市西消防署視察（益城西原消防署）署長、副署長、予防班 
11/25　伊佐湧水防火管理協議会研修視察（益城西原消防署）署長、副署長 
12/5  　柳川市防災協会視察研修（益城西原消防署）署長、予防班
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